



Time Capsule and Matsushita Pavilion
- temporary oblivion media for recording / memory
BABA Nobuhiko
Abstract :  A full-ﬂedged "time capsule" in Japan is the "Time Capsule EXPO '70" exhibited at the Matsushita 
pavilion of the Matsushita Electric Group of the 1970 Japan Exposition. This was planned jointly by the 
Mainichi Shimbun and Matsushita Electric Industrial. Time capsule produced by combining the technical 
capabilities of Matsushita Group continues to sleep deeply in the ground of Osaka Castle. The opening is set for 
the future after 5000 years, AD 6970. Although the time capsule is a recording / storage media, it is always in a 
state where it can not be accessed. In other words, it is also a device for temporarily "forgetting". But oblivion 
is not an eternal oblivion but a temporary one. Opening the time capsule is to make the memory / record 
resuscitate, its interpretation and meaning can be left to the people of the future. In this paper, we consider "time 
capsule EXPO '70" as "media" and semantically discuss its existence.


















封は、1970 年から 5000 年後の未来である西暦 6970 年に設定
されている。

















ニュメントの 20 世紀タイムカプセルが伝える〈記録〉と〈記憶〉』（吉川弘文館、2015 年）、アメリカのタイムカ












（1）『TIME CAPSULE EXPO'70 記録書　1970 年からの 5000 年後へのメッセージ』タイム・カプセル EXPO'70 記録小委員会　毎日
新聞社／松下電器産業株式会社編、1975.3、6 ページ
大阪城天守閣広場の 「タイムカプセル EXPO'70」 のモニュメント
埋設構造断面図（『TIME CAPSULE 
EXPO'70 記録書　1970 年からの 5000
年後へのメッセージ』より）











































William E.Jarvis（2003）『TIME CAPSULES A Cultural History』
mcfarland&company より





































（2）ウェスティングハウス社のタイムカプセルの正式名称は、「タイム・カプセル・オブ・キュパロイ（the time capsule of 
cupaloy）」。「キュパロイ」とは特殊金属容器に使われた原料の名前である。
（3）海野弘『万国博覧会の二十世紀』平凡社新書、2013.7
『The Middleton Family At the New York World's Fair』（1939）でタイ
ムカプセルを覗くシーンと映画のポスターと広告。
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む『The Book of record of the Time Capusule of capaloy』という書籍も埋設されている。
ウェスティングハウス社のパビリオンに展示された「the time capsule of cupaloy」 1939

























































































『TIME CAPSULE EXPO'70 記録書　1970 年からの 5000 年後へのメッセージ』より
「松下館」 のパンフレットより転載






が採用された。選定にあたっては、国内はもとより、世界 36 ヵ国、632 人の有識者に呼びかけ、12 万通余りの国
内公募など日本全国の総意が集められた。その結果、収納物は、自然科学分野、社会分野、芸術分野の三分野にわたっ
て選び抜かれ、合計 290 件、2,068 点に達している。

























公募収納品入賞者の発表は 1969 年 3 月 13 日毎日新聞紙面において行われた。タイムカプセル収納品の一般公
募が 11 月 30 日に締め切ったが、集まったアイデアは総数 116,200 余件にものぼり、隣国韓国からの応募もあった
（12）毎日新聞、昭和 43 年（1968 年）4 月 18 日付 
（13）賞品は、「ダイヤモンド賞」としてナショナル電化製品一式（カラーテレビ、電子レンジ、ステレオ、電気冷蔵庫、電気洗濯機、
電気掃除機、電気炊飯器、ズボンプレッサー）が 1 人という豪勢なもので、「金賞」としてナショナル・カラーテレビが 10 人、
「銀賞」としてナショナル電子レンジが 30 人、優秀賞として万国博入場券が 1000 人となっている。






























国博については早い時期から強い関心を示していたのだが、昭和 40 年 12 月には日本万国博協会会長に松下幸之
助が就任すると同社の万博出展は決定的となる。松下電器産業の社内に万国博対策事務局が設置されたのは翌年
の 9 月のことである。そこで情報収集、基本方針の策定などがなされ、昭和 41 年 12 月には約 15 件の出展基本計
画が提出された。正式に「万博対策委員会」が発足するのは昭和 42 年 3 月である。同委員会は松下電器を中心に
傘下の松下グループ各社の代表によって組織され、展示企画は松下グループの総力を挙げて立案、策定されるこ
ととなり、その結果マンモスカラーテレビ「ナショナル・ジャンボカラーテレビ」をあしらった展示館の模型を
はじめ、約 60 件の応募が寄せられた。昭和 42 年 4 月 1 日の出展申し込み時の松下館の構想では、18 館名が「松下館」、
（14）1968 年 11 月 1 日毎日新聞朝刊
（15）『社史　松下電器　激動の十年　昭和 43 年～昭和 52 年』松下電器産業社史室、1978.5、210 － 211 ページ
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展示構想は「エレクトロニックスとマンモスカラーテレビ（同グループの技術紹介を主内容とする）」、費用は約
20 億円とある。































（19）展示内容の実直で外連味のなさは、" 展示方法で最もすぐれている展示館は？ " というアンケート項目に如実に反映している。
建築物としては最も印象に残った松下館であったが、展示方法に対して観客は同様の高評価を与えはいない。国内館で展示方
法が最もすぐれていたと思う展示館の 1 位は三菱未来館、2 位が日本館、3 位がみどり館であり、松下館は 4 位である。万国
博覧会は「未来都市」「映像万博」と宣伝されていたから、一般の観客が映像技術の展示効果を高く評価したのであろう。（『観
客がとらえた日本万国博覧会－実態調査報告書－』万国博総合調査機構、1971 年 3 月）























1964 年 5 月 23 日付け読売新聞によれば、SF 作家クラブとは別に、ウェ
スティングハウス社のタイムカプセルに収納する品物を選定する委員
として、正力松太郎読売新聞社社主、湯川秀樹博士、糸川英夫東大教
授の三人が参加することに決まったと報じている。また 1965 年 2 月
14 日読売新聞では、ウェスティングハウス社社のジョゼ・デ・キュー
バス社長が 13 日、日本テレビ迎賓館を訪れ、正力社主よりたタイム










（21）手塚治虫「ニューヨーク博見てある記」（電子書籍版『手塚治虫エッセイ集 4』2015 年 10 月 31 日所収、出典「週刊サンケイ」
1964 年 5 月 18 号）
（22）『岩波講座　現代 2　科学技術と現代』月報 6　岩波書店　所収　1963 年 11 月 5 日発行）
（23）星新一のタイムカプセル関連作品には次のものがある。星新一「古代の神々」（初出「サンデー毎日」毎日新聞社、1969 年 3
月 30 日号、35 － 39 ページ）、星新一「ある戦い」、星新一『妖精配給会社』新潮社、昭和 51 年（初出：昭和 39 年（1964）早
川書房）、星新一「おみやげ持って」　星新一『妖精配給会社』新潮社、昭和 51 年（初出：昭和 39 年（1964）早川書房）
（24）「読売新聞を贈る　五千年後に残すタイムカプセル　世界六大紙に選ばれ埋蔵」1965 年 2 月 14 日読売新聞朝刊
読売新聞 1965 年 2 月14日付け朝刊
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むすびにかえて






このような小規模な " タイムカプセル " は、日本では多数存在する。タイムカプセルのアイデアは、学校の卒
業記念や災害の記念などにしばしば採用され、校庭の片隅や記念の石碑の下などに埋められてきた。市販のタイ
ムカプセル容器もいろいろあるから、私的に製作された手製のタイムカプセルを加えれば、ほとんど無数にある




















・タイム・カプセル EXPO'70 記録小委員会（1975.3）『TIME CAPSULE EXPO'70 記録書　1970 年からの 5000 年後へのメッセー
ジ』毎日新聞社／松下電器産業株式会社






※本研究は公益財団法人吉田秀雄記念事業財団平成 28 年度第 50 次の助成を受けたものである。本稿は『大阪万博の企業パビ
リオンにおけるテクノロジー表象に関する学際的研究』を元に加筆と訂正を行った。
63馬場　伸彦：タイムカプセルと松下館─記録／記憶の一時的忘却メディア
